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2日(金) 第5回いきいきサロンの集い
3日(土) 「九月は日奈久で山頭火」オープニング

10:00～ 日奈久ゆめ倉庫
4日(日) 校区対抗市民ゴルフ大会 八代ゴルフ場
11日(日) 薬師堂祭り
15日(木) 日奈久十五夜綱ひき
18日(日) 敬老会
25日(日) 市内一斉清掃

山頭火ウォーク
住民自治会関係会議等

(会場：南部市民センター)
13日(火) 町内連絡委員会(市政協力員例会)13:30
16日(金) 運営委員会 19:00
20日(火) 広報部会(編集会議）19:00

９月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成28年9月号
（第85号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（6月末現在）
男1272人
女1616人
計2888人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

日
奈
久
に
伝
わ
る
独
特
な
伝
統
行
事

日
奈
久
十
五
夜
綱
ひ
き

９
月
15
日(

木)

「みんなで育む福祉のまち」を日奈久校区福祉推進

協議会のスローガンとして掲げ、住民全体で支え合い

安心して暮らせる町づくりを推進していくことを目的

としています。主な重点目標として次の５つを掲げて

います。

１、ふれあい委員活動の充実

２、いきいきサロン会員の増員

３、広報「福祉だより」の発行による啓発の推進

４、困りごとお助け隊養成講座・福祉座談会の開催

５、男の料理教室の開催

下記に、具体的な予算をお知らせいたします。活動

内容や予算案については、すでに総会で承認されてお

ります。

福祉だより

「みんなで育む福祉のまち」を目指して

敬
老
会
の
ご
案
内

日
奈
久
校
区
婦
人
会

◆
日
時

９
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
～

◆
会
場

日
奈
久
中
学
校
体
育
館

会
場
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
案
内
状
は
婦
人
会
会
員
が
お
届
け
致
し
ま
す
。

例
年
通
り
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
往
復
運
行
し
ま
す
。
１
号
車
大
明
神
発
長
迫

公
民
館
経
由
、
２
号
車
馬
越
バ
ス
停
発
、
３
号
車
い
こ
い
の
広
場
発
で
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

お
祝
い
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
ご
用
意
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
案
内
状

が
届
き
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
敬
老
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

９
月
24
日
～
10
月
１
日
は
「
環
境
衛
生
週
間
」
が
全
国
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

八
代
市
で
も
、
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
「
市
内
一
斉
清
掃
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
政
協
力
員
を
中
心
に
各
町
内
で
取
り
組
み
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地震に負けんバイ!！

第17回九月は日奈久で山頭火

町
内
対
抗
野
球
大
会
は
、
８
月
13
日

（
土
）
日
奈
久
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
上
西
町
が
２
年
ぶ
り
に
優

勝
、
準
優
勝
は
山
下
町
で
し
た
。

大
坪
町
、
新
田
町
、
山
下
町
、
塩
北
・

新
開
町
、
塩
南
町
、
浜
町
、
上
西
町
の

７
チ
ー
ム
が
参
加
。
強
烈
な
日
照
り
の

も
と
、
70
歳
代
の
選
手
も
ヒ
ッ
ト
を
放

つ
な
ど
熱
中
症
に
な
る
選
手
も
な
く
、

元
気
を
振
り
絞
っ
て
の
プ
レ
イ
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
上
西
町
の
松
本
啓
佑
選

手
は
「
猛
暑
の
中
、
皆
ク
タ
ク
タ
に
な

り
な
が
ら
も
、
そ
れ
で
も
打
線
も
繋
が

り
、
皆
で
盛
り
上
が
っ
て
優
勝
出
来
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。
」

上
西
町
２
年
ぶ
り
優
勝

町
内
対
抗
野
球
大
会

体
協
役
員
、
審
判
、
選
手
、
応
援
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
日
奈
久
住
民
自
治
会
主
催
、
日
奈
久

体
協
主
管
）

優勝した上西町のメンバー

８
月
17
日
第
４
回
運
営
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い

な
い
事
柄
の
う
ち
、
主
な
も
の
の
概
略

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
事
務
局

①
八
代
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
の

選
出
に
つ
い
て
、
倉
野
静
香
副
会
長(

婦

人
会
長)

を
推
薦
提
案
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。(

再
任)

②
Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
物
品
の
選
定

町
内
配
布
分
は
、
山
下
・
中
西
・
馬

越
町
は
座
椅
子
を
、
竹
之
内
町
は
座
卓

を
、
下
西
町
第
２
は
パ
イ
プ
椅
子
等
と

な
り
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

①
人
権
研
修
会
（
行
事
欄
参
照)

に
誘
い

合
わ
せ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
平
成
28

年
度
は
日
奈
久
校
区
が
人
権
啓
発
推
進

校
区
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

②
地
域
要
望
書
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

9/11(日) 日奈久再発見
木の芽草の芽歩きつづける 山頭火

10:00～12:00 日奈久温泉街一帯

受付：日奈久ゆめ倉庫 9:30～ 参加費：500円

13:00～15:30 日奈久ゆめ倉庫 参加費：1000円

8:30～受付：河川敷公園 （事前申し込み不要）

9:00 出発 16:00 お楽しみ抽選会終了予定

参加費 大人1000円 中学生以下500円

日奈久温泉旅館で入浴してす堪能を集めよう。

豪華賞品プレゼント

絵手紙作品展・麦島勝日奈久写真展・小崎侃版画展

会場：日奈久ゆめ倉庫

山頭火直筆の句(短冊)を市立博物館で展示9/1～9/30

9/22(祝) おりや句会
れいろうとして水鳥はつるむ 山頭火

9/25(日) 山頭火ウォーク
炎天の下を何処へゆく 山頭火

9/3～9/30 温泉旅館入浴スタンプラリー
わいてあふれるなかにねてゐる 山頭火

9/3～9/30 作品展示
年とれば故郷こひしいつくつくぼうし 山頭火

９
月
25
日
（
日
）
は

市
内
一
斉
清
掃

実
施
日
は
各
町
内
で
決
め
ら
れ
ま
す

中
秋
の
名
月
の
月
光
を
浴
び
て
、
観
光
日
奈
久
の
名
物
行
事
「
日
奈
久
十
五
夜
綱
ひ

き
」
（
綱
曳
き
パ
レ
ー
ド
と
町
内
対
抗
綱
引
き
）
が
今
年
も
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。

◆
会
場

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前

◆
日
程

１
町
内
出
発

18
時
30
分

(

爆
竹
で
合
図
が
あ
り
ま
す)

２
集
合

18
時
50
分

温
泉
セ
ン
タ
ー
前

３
神
事

19
時
開
始

４
町
内
一
巡
出
発

19
時
30
分

出
発
順
①
合
同(

中
西
・
東
・
中
町)

②
塩
南
町
③
浜
町
④
上
西
町

⑤
下
西
町
※
幼
児
の
事
故
防
止

５
町
内
対
抗
綱
引
き

一
巡
帰
着
次
第

６
行
事
終
了

21
時
の
予
定

（
主
催:

十
五
夜
綱
引
保
存
会

請
前
町

内:

東
町
）

地震で「おりや」も「レンガ倉庫」も被害を受け使

用不可です。織屋は修復されますが、レンガ倉庫は

撤去されます。それでも負けずに今年も開催します。

恒星塾 人権研修会のお知らせ

日時：9月13日(火) 10:00～11:30(予定)

場所：南部市民センター

主催: 日奈久老人クラブ連合会

※どなたでも参加できます。

（広告欄）
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２

大
正
４
年
頃
に
祀
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
紙
第
45
号
で
紹
介
し
ま
し

た
が
、
四
国
の
金
比
羅
参
り
を

し
た
人
が
、
土
を
持
ち
帰
り
八

十
八
カ
所
に
置
い
て
石
仏
を
祀

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
こ
の

山
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

と
稲
荷
様
を
祀
ら
れ
た
の
だ
そ

う
で
す
。

今
は
昔
の
よ
う
に
お
参
り
す

る
人
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
々
花
や
水
を
供
え
て
あ
る
よ

う
で
す
。

場
所
は
浪
花
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
さ
ん
の
そ
ば
で
す
。

茶
道
に
「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
は
、
こ
れ
が
初
め

て
で
あ
り
、
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
最
後
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
短
い
時
間
で
も
精
一
杯
の
お
も
て
な

し
を
し
よ
う
。
こ
れ
が
一
期
一
会
の
言
葉

の
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。

封
建
時
代
は
、
一
歩
わ
が
家
を
出
れ
ば
、

い
つ
生
命
を
落
と
す
か
も
知
れ
な
い
世
の

中
で
し
た
。
そ
う
い
う
人
を
お
茶
室
に
招

い
て
相
対
し
た
と
き
に
、
一
服
の
お
茶
を

頂
く
お
客
の
気
持
ち
、
そ
し
て
、
こ
の
お

茶
室
を
出
た
ら
、
二
人
は
あ
る
い
は
二
度

と
会
う
こ
と
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
の
一
服
の
お
茶
を

差
し
上
げ
、
そ
し
て
、
こ
の
一
服
の
お
茶

を
頂
く
と
い
う
こ
と
は
、
今
生
の
別
れ
か

も
知
れ
な
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で
相
手

に
接
す
る
。
あ
る
い
は
、
も
て
な
し
を
す

る
精
神
と
い
う
も
の
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

日
本
の
「
茶
」
と
い
う
も
の
は
、
そ
う

い
う
精
神
が
凝
集
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま

す
。

「
わ
が
妻
は
い
た
く
恋
ひ
ら
し
飲
む
お
茶

に
影
さ
え
見
え
て
世
に
忘
ら
れ
ず
」

馬
越
町

西
村
謙
剛

７
月
27
日
（
水
）
日
奈
久
校
区
婦

人
会
の
主
催
で
、
日
赤
指
導
員
に
よ

る
「
災
害
発
生
時
の
対
応
」
に
つ
い

て
の
講
習
会
が
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で

日
赤
講
習
会
に
参
加
し
て

山
下
町

久
保
サ
チ
コ
さ
ん

き
れ
い
な
川
を
守
ろ
う

小
学
生
と
婦
人
会
が
水
質
検
査

婦
人
会
で
は
毎
年
夏
休
み
に
、
川
の

近
く
に
住
む
小
学
校
高
学
年
の
子
供
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
川
の
水
質
検
査
を
行

う
「
せ
せ
ら
ぎ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。８

月
３
日
、
朝
８
時
よ
り
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
大
坪
川
と
塩
鶴
川
の
水

質
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
両
方
の
川

と
も
、
上
流
、
中
流
で
の
水
質
は
き
れ

い
で
、
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
の
判
定
で
は
３

～
５
。
と
こ
ろ
が
、
下
流
に
な
る
と
、

家
庭
か
ら
出
る
雑
排
水
が
た
ま
り
、
い

ろ
ん
な
ゴ
ミ
や
ブ
ク
ブ
ク
と
泡
が
浮
い

て
い
て
、
水
も
濁
っ
て
い
ま
し
た
。
判

定
結
果
は
５
～
10
で
し
た
。

子
供
た
ち
も
交
代
で
水
を
汲
ん
だ
り
、

泡
の
様
子
を
熱
心
に
観
察
し
た
り
し
ま

タオルケットで応急衣服を作る参加者

川の水をパックテストで調べる小学生

し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
川
や
海
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
地
球
環
境
の
保

全
に
努
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
暑
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
が
起
き
た
と
き
に
一
番
に
心
が

け
た
い
こ
と
は
自
助
（
自
分
で
自
分
を

助
け
る
こ
と
）
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
上
で
共
助
（
家
族
、
町
内
会
や
自

治
会
な
ど
で
共
に
助
け
合
う
こ
と
）
、

そ
れ
か
ら
公
助
（
行
政
に
よ
る
救
助
や

支
援
な
ど
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
切
な

こ
と
や
気
を
つ
け
た
い
こ
と
、
周
り
の

人
に
対
す
る
心
配
り
の
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
タ

オ
ル
ケ
ッ
ト
を
使
っ
た
実
習
も
あ
っ
て

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
22
名
で
し
た
が
、
貴
重
な
お
話

ば
か
り
で
し
た
。

次
回
は
一
人
で
も
多
く
の
人
に
参
加

を
お
勧
め
し
た
い
と
思
う
講
習
会
で
し

た
。

みんな元気出して!!

エンターテイナーが日奈久復興ライブ

出
演
し
た
の
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
、

ア
レ
ナ
、
マ
ク
シ
ィ
、
ボ
ン
ボ
藤

井
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
、
中
沢
け
ん
じ
、

伊
名
結
海
、
田
倉
謙
、
フ
ル
ミ
、

牧
稔
な
ど
の
み
な
さ
ん
。

山
下
亜
矢
子
さ
ん(

大
坪
町)

の
司
会
で
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

熊
本
地
震
体
験
談
と
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、

サ
ッ
ク
ス
と
雅
楽
の
ジ
ャ
ズ
風
な

コ
ラ
ボ
、
会
場
の
フ
ラ
ダ
ン
サ
ー

と
ウ
ク
レ
レ
の
演
奏
な
ど
の
ラ
イ

ブ
な
ど
多
彩
な
演
出
に
会
場
は
沸

き
ま
し
た
。
伊
名
さ
ん
か
ら
は
義

援
金
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

外
で
は
女
将
カ
フ
ェ
の
日
奈
久

カ
レ
ー
や
お
き
ん
じ
ょ
会
の
か
き

熊
本
地
震
で
風
評
被
害
な
ど
を
受
け
た
日
奈
久
の
復
興
を
願
っ
て
、
呼
び
か
け
に

応
じ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
が
、
７
月
31
日
（
日
）
に
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
「
日

奈
久
復
興
ラ
イ
ブ
」
を
行
い
ま
し
た
。
（
主
催：

が
ん
ば
る
ば
い
日
奈
久
）

日
奈
久
の
復
興
に
駆
け
つ
け
た
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
の
み
な
さ
ん

炎
天
の
下
で
も

が
ん
ば
っ
た
バ
イ

日
奈
久
丑
の
湯
祭
り
で
活
気
づ
け

定
員
オ
ー
バ
ー
の
参
加
者

絵
だ
よ
り
教
室

８
月
４
日
（
木
）
、
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

主
催
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
絵

だ
よ
り
を
描
い
て
楽
し
み
ま
し
た
。

岸部先生の明快な指導ですぐにも描けそう！

読
者
の
広
場

「
一
服
の
お
茶
」

氷
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。

日奈久のまんまいさん巡り

馬越のお稲荷様

あ
な
た
も
出
品
し
ま
せ
ん
か

10
月
中
旬
ゆ
め
倉
庫
開
催
予
定

日
奈
久
美
術
愛
好
会
展

津
森
小
遭
難
の
碑
公
園
を
清
掃

生
活
環
境
部
会
の
呼
び
か
け
に
40
名

７
月
24
日
、
早
朝
か
ら
行
わ
れ
、
繁

茂
し
て
い
た
雑
草
な
ど
が
取
り
除
か
れ

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
鳩
山

の
慰
霊
碑
も
清
掃
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
樹
木
に
毛
虫
が
発
生
し
た
た

め
、
８
月
15
日
に
は
有
志
に
よ
り
薬
剤

散
布
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校
合
同
で
資
源
回
収

８
月
20
日
、
日
奈
久
小
・
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
実
施
し
ま
し
た
。
家
庭
な
ど
か

ら
提
供
さ
れ
た
新
聞
紙
や
ア
ル
ミ
缶
な

ど
が
車
に
山
積
み
さ
れ
運
ば
れ
ま
し
た
。協力し合い楽しく作業する小・中学生と保護者

７
月
30
日(

土)

、
丑
の
湯
祭
り
は
本

祭
の
み
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。(

請
前

は
下
西
町)

９
時
に
始
ま
っ
た
温
泉
神

社
本
宮
で
の
発
輦
祭
の
後
、
今
年
は

「
風
」
と
占
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
真
夏
の
太
陽
が
降
り
注
ぎ
、

神
幸
行
列
の
皆
さ
ん
は
汗
み
ど
ろ
。
途

中
の
婦
人
会
の
冷
茶
の
お
も
て
な
し
で

元
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
し
た
。
沿
道
の

皆
さ
ん
は
本
神
輿
や
子
供
神
輿
に
お
賽
銭

を
上
げ
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

正
午
前
、
本
宮
で
神
輿
か
ら
ご
神
体
を

神
殿
に
遷
し
て
還
幸
祭
を
行
い
、
祭
り
は

終
わ
り
ま
し
た
。

浴衣姿の婦人の踊りが祭りに花を添えました。

冷茶で喉の渇きを潤す本神輿の若者達

火王などの面、旗、鉾や弓、槍、なぎな
たなどを手に温泉神社の階段を下る中学
生が扮する白調

日
奈
久
に
住
ん
で
い
る
、
日
奈
久
で
仕

事
を
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人
な
ら
、

ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。
絵
画
、
写

真
、
工
芸
、
彫
刻
な
ど
、
趣
味
の
作
品
大

歓
迎
で
す
。
出
品
料
５
０
０
円

（広告欄）


